
様式１（高等学校）

【高等学校用】    

令和６年度学校評価 結果

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

●学力の向上 Ａ

各学年主任
各教科主任
教務主任
進路指導主事
ICT担当

Ａ

人権･同和教育担当
者
生徒会担当
生徒指導主事
保健厚生主事
各学年主任

Ａ

管理職
生徒指導主事
保健厚生主事
教育相談担当
各学年主任

Ａ
教務主任
各学年主任

●健康・体つくり Ａ
生徒指導主事
保健厚生主事
各学年主任

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 Ｂ

管理職
事務

●特別支援教育の充実 Ａ
教育相談主任
保健厚生主事

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 達成度
（評価）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守
する。

・出退勤システムの活用による時間外勤務管理
・月２回以上の定時退勤実践
・部活動休養日の設定と順守
・行事の精選、業務の協働や効率化の推進
・学校閉庁日の設定

・年度当初より10月までは、通常の業務に加えて国スポ業務が重なった。昨年同時期と比較し、平均４時間ほど時間外在校時間
が増えた月があった。各教職員とも時間をやりくりしていたが、振休設定や休暇取得が困難であった。
・働き方改革に向けて、形骸化している業務がないか分掌ごとに確認し、スクラップに取り組み、また、効率化できる業務について
も工夫が必要がある。
・働き方改革について、35%の教職員は実感できていない。一方で、教職員85％以上が教職員間の協働・連携が進んでいると回答
している。今後も体制を整え、かつ引継ぎや分業など、次年度に向けた準備を具体的にしっかりと進めていく必要がある。

６　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度取り組みを始めた「学びの時間」により、生徒は朝から落ち着いた教育環境の中で一日をスタートでき、学校生活を送ることができている。この学びの時間の継続で生徒の主体的な学びを促すことができるように内容の工夫を継続する。
・生徒の多様な希望進路に応じた学力が育成できるよう、授業・教材の工夫と研修の充実に努めたい。
・今年度もいじめ防止や特別支援教育に関しては、SCや外部機関の協力を得ながら、校内の協働・連携の体制強化により、組織的な対応ができたと考えている。生徒・教職員ともに安心・安全な学校づくりのため、次年度も体制の維持・向上に努める。
・教職員の働き方改革の推進については、達成状況が十分とは言い難い。保護者等の理解を得ながら、業務軽減、負担軽減のために、更に学校業務全体の効率化を図っていく必要がある。
・SAGAコラボレーション・スクールとしての事業最終年度であった。総合的な探究の時間の体験活動は前進したが、今後も学校運営協議会、地域、企業等の協力を得ながらさらなる活動や連携の形を模索したい。将来に向けた生徒の貴重な学びとなるよう、活動内容の一層の充実を図り、さらなる学
校の魅力化つなげていきたい。

教務主任
各学年主任
各教科主任
進路指導主事
事務

○主体的に学ぶ取組

○主体的な学びを促す取組の充実

〇学力を支える教養と学び続ける姿勢の育成

○生徒の主体的な学びにより、生徒自身の内面的な成長を
促すことができていると回答する教職員８０％以上
〇「学びの時間」が自己の成長につながっていると実感できる
生徒８０％以上
〇「目的意識を持ち、将来の進路に向かって努力できている」
と回答する生徒８０％以上

・全教科において基礎学力定着のための個に応じた学習
指導
・生徒の協同的な活動や取組による主体的に考える生徒
育成のための支援
・「学びの時間」の年間計画と有効運用による落ち着いた
教育活動の提供
・生徒の主体的努力を促す時機を捉えた進路講演会・講
話、面談の実施

Ａ

・医療・看護志望の生徒が、青少年赤十字の応急手当講習会に主体的に参加するなど、外部の研修やボランティア活動の情報提
供や活動支援の整備が生徒の成長に繋がっている。
・今年度からスタートした学びの時間を肯定的に捉える生徒が75%以上である。「少しの時間でも学習するようになった」「朝から集
中できるようになった」と回答している生徒も多く見られた。生徒学びの時間が1日の学校生活のリズム作りにとても機能している。
成果が形となるために、今後も継続し、時間をかけて主体的な学習態度の育成につながるような仕掛けを工夫したい。

進路指導主事
各学年主任

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★総合的な探究の時間における地域との深い
関わりおよび主体的な探究活動への取組

〇学校情報の積極的かつ細やかな発信

〇自己の可能性の伸長と発掘を通して、社会の
発展に寄与したいと考える生徒の育成

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合９
０％以上、教職員の割合９０％以上
〇「総合的な探究の時間の活動によって、対話力や協調性が
高まった」と回答する生徒８０％以上
〇「社会に関心を持ち、地域の抱える課題やその解決策につ
いて考えるようになった」と回答する生徒８０％以上

・探究活動のテーマ選定・作成のための講話と社会の課
題解決につながる深い学びの実践
・総合的な学習の時間および全授業を通した生徒同士の
対話から自己の考えを深める活動への深化
・「学びの時間」での社説を活用した取組による周囲の環
境への関心を高める活動と学問研究を通した生徒の社会
との関わり方の模索への支援
・年６回程度の「学校だより」発行、月2回程度のHP、
Instagramの更新

Ｂ

・・学校魅力化の「総合的な探究の時間」の活動を中心としたパンフレットを作成した。下半期から来年度の上半期にかけて広報に
活用する。90%の生徒たちが広報活動を評価している。
・ホームページや「神高だより」などによる学校の広報活動はについては、90％を超える生徒が肯定的に捉えている。計画的・定期
的な外部への発信の成果と捉えられる。
・最終アンケートでは、中間より低下している項目が増えているが、自由記載からは「総合的な探究の時間」の活動により、地域の
方との交流により、神埼の魅力を再確認できたり、プレゼンなどの発表する力を身につけることができたという生徒が増えている。
また、90%の生徒が活動を通して対話力や協調性を高まったと回答している。保護者への周知はまだまだ課題がある。
・総合的探究の時間で地域の課題を考えたり、社会に対する視点が身についた生徒が多い。より、有意義なものにするために上
級生から下級生への引き継ぎを行っていき、前年度を踏まえ、それに上積みをしていくことも必要である。
・進路と地域連携活動の希望調査を行ったため、達成したい目標が明確となった。
・総合的な探究では校外での活動時間の確保が難しく、日程調整の課題がある。

◎「目的意識を持ち、学び生き生きとした学校生活が送れて
いると回答する生徒８０％以上

●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

〇「朝食を摂って登校する」と回答する生徒９０％以上

・学習時間を含む生活習慣アンケートの実施
・交通安全の講演会実施と交通マナー指導の充実と徹
底、および道路交通法の徹底
・通学路危険個所の周知、毎朝登校指導による事故の未
然防止
・心身の健康と各種啓発活動とキャリアプランの実現
・保健だよりの発行、心身の健康に関する各種講演会の
実施を通した保護者・生徒自身による課題発見・解決のた
めの実践力向上

・学年で使用自転車の検査、交通安全の講演会などに加え、学年会でも注意事項を説明した。
・年度当初に頻発した登下校中の交通事故は徐々に発生件数が少なくなっていった。
・修学旅行におけるスマートフォン使用について生徒会との話し合いや生徒会長からの呼びかけを行うなど、生徒への意識や自
覚を高める工夫をした。
・朝食を摂っている生徒が概ね90%程度おり、保護者も同様の認識であるので、この習慣を続けさせていきたい。
・心身の健康に課題が発生した生徒には、面談を行い、保護者と連携して状況を理解・共有し、課題解決に努めた。

◎ふるさと佐賀への思いを醸成する教育活動 ★郷土の人材を活用した講演会等、各学年年間２回以上
◎歴史的名所等の観光資源や教育資源を活用したボランティ
ア活動やイベント企画など校外での実践を通し、郷土の魅力
を発見し、愛着を感じると回答する生徒８０％以上

・地域の現状と魅力を説明する講演会の実施
・地域イベント、地域貢献活動に関するボランティア情報の
生徒へ積極的提供
・総合的な探究の時間やホームルーム活動、地域ボラン
ティア活動を通した地域の現状把握と課題発見や解決の
糸口を探る活動と郷土愛や道徳心の育成

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果

●「望ましい生活習慣の形成」

●「安全に関する資質・能力の育成」

●「健康を考えて行動できる能力の育成」

・80％以上の生徒が総合的な探究において地域の実情や問題点に気づくことができたと回答している。
・地域に関係のある方々を呼んでの講演会を、多く実施することが出来、生徒も郷土についての愛着を高めることができた。
・今年は国民スポーツ大会が行われたこともあり、多くの生徒がスポーツを「する」だけでなく、「見る」、また会場運営や清掃活動な
どのボランティアに従事し、「支える」機会が多かった。そのことをとおして、郷土について魅力や底力を感じ、愛着を高めた生徒が
増えたようだ。

〇教育相談や特別支援教育の実施
○安心・安全な学習環境づくりに向けた個人お
よび多様な価値観の尊重

○教育相談体制や特別支援教育の研修が充実していると回
答する教職員９０％以上
〇自己有用感、自己肯定感が高まったと回答する生徒８０％
以上

・年５回以上の生徒情報交換会の開催
・全教員が生徒情報を共有できる方策づくりと活用
・入学時のエンカウンターレクリエーションの実施
・スクールカウンセラーによるSOS研修と生徒理解のため
の職員研修の実施
・毎月の教育相談便り発行と教育相談掲示板の有効活用
・教職員への研究・講演会の情報提供

・アンケートでは、教育相談の体制や生徒への支援について95％の生徒が肯定的な回答をしている。一方、同じ項目で、保護者
の20％が「わからない」と回答している。教育相談からは、保護者に向けてClassiで6回の情報発信を行ったが、よりわかりやすい
伝達の工夫が必要である。
・年度当初の生徒情報連絡会を1回、生徒情報交換会を5回実施した。また、生徒の指導状況を共有できるフォルダを整備・活用し
た。
・本校に在籍する90％以上の生徒が教育相談の体制や適切な支援が行われていると思っていることから今後も引き続き全ての生
徒の安心と安全な学校環境整備に尽力して行きたい。学校での取り組みを家庭などに発信する方法については検討して行きた
い。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○「生徒会活動に主体的に取り組んでいる」と回答する生徒９
０％以上
〇「生徒の成長や自立を促し、支援することができている」と
回答する教職員９０％以上
〇問題行動を未然に防ぐ生徒の指導が行われていると回答
する教職員８５％以上

・ボランティアや自発的研修の参加の奨励と校外活動支
援のための専用掲示板の設置やClassiの活用
・クラス、学年、全学年による魅力ある教育活動の試行と
実践
・インターネットリテラシー育成のための防犯講話の年1回
の実施
・家庭学習時間調査後の担任による面談を実施
・保健委員長や美化委員長を中心とした学校生活充実に
向けた委員会の毎月の実施

・アンケート結果から90%以上の生徒が概ね主体的な生徒会活動が行われていると回答している。一方で、生徒会役員を中心に考えている
様々な活動プランを形にできていない。また、広報委員によるインスタグラム等の広報も現状のシステムでは頻繁な更新に時間がかかりすぎ
るため、改善が必要である。
・保健委員長や美化委員長を中心に積極的な活動を行うことができた。特に美化委員においては、校内美化ボランティアを呼びかけ、生徒の
美化意識の向上に努めた。
・「青少年のインターネット・リテラシーに関する実態調査」のテストを行い、１年生のリテラシーを高めたり、インターネットリテラシー教育に
よってSNSに関する問題行動を未然に防ぐ取り組みを実施したが、防ぐことができなかった。
・青少年赤十字に全校加盟している。教育相談担当から、生徒及び保護者に向けて情報発信し、年間で延べ９７名の生徒が研修やボラン
ティア活動に自主的に参加希望した。職員が引率と指導を行い、心の教育も推進した。
・地域との連携による各種講話会を行い、生徒の成長を支援した。また、教育支援企業・組織による進路講演会を行い、生徒のキャリア形成
に取り組んだ。

最終評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果

○教科指導の充実
〇家庭学習の充実

〇生徒による授業評価で、基礎基本の定着や授業の理解が
図れていると回答する生徒８０％以上
○「家庭学習を充実させるための効果的な学習課題やICTを
利活用した課題が提供されている」と回答する生徒８０％以上

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○「安心して学べる環境づくりができていると回答する」と回答
する生徒９０％以上
〇「いじめ防止について組織的な対応ができている」と回答す
る教職員９０％以上

・管理職、各学年主任、養護教諭、教育相談担当と年５回
以上の生徒情報交換会の開催
・いじめの認知・覚知について迅速な対応の徹底
・教職員が情報共有できる体制づくりと連携・協働
・毎月の教育相談便り発行、教育相談掲示板活用
・生徒の状況観察、個人面談、年４回のアンケートによる
いじめの予防と解決・解消
・生徒会によるいじめ防止キャンペーンの実施と生徒が人
権保護の意識を育む機会の創出

・学年と連携を取り、生徒たちの諸問題に対して迅速に対応できた。
・いじめのない安心して、過ごせる学校づくりの項目で、90％超の生徒が肯定的な回答をしている。生徒や職員の悩みや問題が深
刻化する前に対処できる体制が整いつつあり、何よりも、教員のそのような姿勢や指導が、不安を抱える生徒にも安心感を与え
た。
・生徒情報共有フォルダの活用と生徒情報交換会だけでなく、職員間の細やかな声の掛け合いや、生徒からの相談によって情報
が集まることが多くなってきた。
・問題行動の再発を防止するために、生徒指導部・学年団で連携を取り個別のケースに応じた指導を行うことができた。

・学力と学習意欲を向上させる指導計画の作成と検証・見
直しによる学習指導の充実
・授業や考査・小テスト、評価活動に向けて必要な学習課
題の提供
・「学びの時間」を有効活用した振り返りと国英数の基礎
基本の学習内容の定着
・ICTの適切かつ積極的な活用と、Classiやスタディサプリ
などの学習支援ソフトの有効活用を通した個々に応じた学
習への取組の支援
・職員相互における積極的な授業見学、「指導」から「主体
的学びの支援」への移行

・毎日の家庭学習の時間に関しては、アンケートから生徒60%、保護者35%と家庭学習時間の確保が不十分であるが、「各教科の
授業内容をよく理解できている」に肯定的な回答した生徒は増加している。
・主体的な学び（学びの時間）が成長につながっているという生徒はややそう思うを含めと、75%を超えてる。コラムの書き写しや、
国英数各教科の小テストやドリル等による学習を毎週行った。引き続き継続し、家庭学習時間の確保に向けた課題解決につなげ
たい。
・ICTの適切な活用と学習課題の提供については約90％の生徒が肯定的な回答であった。一方で、学習支援ソフトの活用には教
員間でまだ差があり、今後も具体的に使用法を提示したり、研修会を行ったりするなど有効活用を進める必要がある。

・各評価項目ともに概ね目標を達成することができた。生徒は落ち着いた教育環境の中で学校生活を送ることができている。また、SCや外部機関の協力を得ながら校内の協働・連携の強化及び組織的な対応ができ、生徒が安心して過ごせる環境作りができている。

・学力向上に向けて指導法を工夫し、生徒の主体的な学びを促し、希望進路に応じた学力が育成できるよう、研修の充実に努める。

・学校行事では、生徒の主体的な取組や保護者や地域の方々の協力・支援によって新たな活動が生まれた。生徒の満足度も高く、大きな成果となった。

・働き方改革の推進については、達成状況が不十分であるため、業務軽減、負担軽減に向けた学校業務全体の効率化を図る。

・SAGAコラボレーション・スクールとして、「総合的な探究の時間」が生徒が進路を考える上で貴重な学びとなるよう、新たな地域連携の場面を模索し、活動内容の一層の充実と学校魅力化向上につなげたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立神埼高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・普通科進学校で、自分の目標に向かって真剣に学び続けることができ

る生徒を求めます。

・学校内外での活動（地域探究活動、学校行事、生徒会活動、ボラン

ティア活動など）に一生懸命に取り組む生徒を求めます。

・高校での探究的な学びを通して、将来は地域社会や国際社会に貢献で

きる人になりたいという意欲を持った生徒を求めます。

・確かな学力と教養を育み、大学入試等の希望進路に対応します。

・対話的で深い学びができるように、少人数授業や習熟度別授業及び選択制

授業を実施します。

・各教科の学習と総合的な探究の時間を連動させた「KANKO学」で、探究型

の教育を推進します。

・持続可能な社会を支える、誠実で豊かな『人間性』を備えた人材を育成しま

す。

・幅広い知識と技能を基盤とした『課題解決力』『判断力』『表現力』を備え

た人材を育成します。

・グローバルな視野を持ち、地域社会に進んで貢献することができる『協調

性』と『対話力』を備えた人材を育成します。

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組

４　本年度の重点目標

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

（１）希望進路に対応し、夢を叶える確かな学力の育成

（２）地域社会に進んで貢献できる技能の育成

（３）心身の健康と豊かな人間性の育成

（４）学校の魅力づくりの推進

〇地域の関係団体・企業等と連携・協働し、学校の新しい魅力づくりに挑戦する。

〇教科と探究活動を連動させた学びを推進することで、社会や地域の課題を探り解決に向かう経験を通し、持続可能な社会の担い手となる人材を育成する。

▢「至誠・尚学・進取」を基調とし、社会に開かれた学び「KANKO学」をとおして、自ら学び、課題を発見し、解決する能力を高めることで、他者と協働しながら豊かな社会づくりに貢献できる創造力と実践力を涵養する。


